第5回「話してみよう韓国語」鹿児島大会2009 開催要項

　鹿児島県内およびその他の県で韓国語学習をしている学習者を励まし、更に韓国語学習を活性化する目的で、下記の要領に基づいて駐日韓国大使館韓国文化院との共催で「話してみよう韓国語」鹿児島大会を計画しました。この大会に取り組むことで、韓国語を学ぶ喜び、話す喜びを感じ、参加者が今後も楽しく学習に取り組むことを期待しています。また、韓国語学習を通じて、韓国への関心が高まり、今後の日韓交流に大きく寄与することを期待しています。多くの方の参加をお待ちいたします。

記

１　開催日時　　　2009年12月13日（日）

　　　　　　　　　10:00～10:20　開会式

　　　　　　　　　10:20～11:20　スピーチ部門

　　　　　　　　　11:40～12:00　表彰式

　　　　　　　　　13:00～13:40　応用スキット部門

　　　　　　　　　13:40～15:00　初級スキット部門【一般の部】【高校生の部】

　　　　　　　　　15:30～16:00　表彰・閉会式

　　　　　　　　　16:00～17:00　懇親会

２　主催　　　　「話してみよう韓国語」鹿児島大会実行委員会

３　共催　　　　　大韓民国　文化体育観光部，駐日大韓民国大使館　韓国文化院，

　　　　　　　　　クムホ･アシアナ文化財団

４　特別協賛　　　アシアナ航空，LMC語学院，韓国観光公社福岡支店（予定），

鹿児島韓国語スクールその他

５　後援　　　　　財団法人国際文化フォーラム，鹿児島県，NHK鹿児島放送局，

南日本新聞社（予定）

６　開催場所　　　鹿児島県立鹿児島東高等学校　大ゼミナール室

　　　　　　　　　　住所　鹿児島県鹿児島市東坂元三丁目28番1号

                    ＴＥＬ　　099-247-2000


ＦＡＸ　　099-247-2001
７　開催部門　　　① スピーチ部門（内容自由・5分以内・時間厳守）

② 応用スキット部門（指定の台本に自由にアドリブを加え，2人1組で演じる。）

③ 初級スキット部門【一般の部】（指定の台本に沿って2人1組で演じる。）

　　　　　　　　　④ 初級スキット部門【高校生の部】（指定の台本に沿って2人1組で演じる。）

８　参加資格　　　＜全ての部門に共通＞

　　　　　　　　　　韓国語を母語としない韓国語学習者。国籍は問わない。

＜スピーチ部門＞　＜応用スキット部門＞

・韓国あるいは他の韓国語を常用する生活経験が1年を超えない者。

＜初級スキット部門＞

　　　　　　　　　　・韓国あるいは他の韓国語を常用する生活経験が1か月を超えない者。

　　　　　　　　　　・韓国語能力検定試験1級、「ハングル」能力検定試験4級または5級程度。


・高校生・大学生については応募時に韓国語学習が4単位を超えない者。

・一般学習者は応募時に学習歴が2年以内で学習時間が100時間を越えない者。

	注　　意

・スピーチ部門・応用スキット部門・初級スキット部門の1つしか参加できません。

・スピーチ部門は１人での参加，応用スキット部門・初級スキット部門は2人での参加です。

・前回までのスキット部門の最優秀賞受賞者は，応用スキット部門かスピーチ部門に参加できます。

・前回までのスピーチ部門の最優秀賞受賞者の参加は自由ですが、最優秀賞は1回しか受賞できないことになっています。ただし，他の賞を受賞することは可能です。

・同じスキットやスピーチの原稿で他の大会に参加した人は参加できません。




９　審査員　　　  入佐　信宏　（志學館大学准教授）

　　　　　　　　　今給黎俊信　（串木野高等学校教諭）

　　　　　　　　　新村　恵子　（鹿児島国際大学講師）

　　　　　　　　　崔　順珠　　（鹿児島東・開陽高等学校講師）

10　表彰　　　　　部門ごとに最優秀賞・優秀賞・韓国文化委員長賞・奨励賞・人気賞・その他

11　副賞　　　　　大会協賛者の協力で賞品を準備しています。

12　その他  　　　
①　駐日韓国大使館　韓国文化院と共催して開催します。

　　　　　　　　  
②　鹿児島県以外からの参加も自由にできます。


③　スピーチ部門の高校生の部で最優秀賞の受賞者には、クムホ・アシアナ杯



「話してみよう韓国語」高校生全国大会（東京）への出場権利が与えられます。アシアナ杯への応募用紙を2人とも提出してください。

